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　　人口の動き

一8月1日現在一

男4，951（＋7）

女5，029（＋1）

計9，980（＋8）
世帯数2，356（＋1）

　　（）前月比較
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8月の休日救急医

　
　
　
　
　
　
　

条
町
市

　
明
下
神
土

（
　
　
　
（
　
　
　
（

院
院
所

　
　
　
療
・

医
医

　
　
　
診

口
田

　
　
　
沢

山
富
水

15日

22日

29日

9月上旬の予定

誠堂医院（西浦町）
　田　　医　　院（本町西）
至
池

5日

12日

　
お
年
寄
り
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第

四
回
老
人
体
育
大
会
」
が
、
今
月
一
日

に
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
六
百
人
の
参
加
者
は
、
大
玉

送
り
や
豆
拾
い
競
争
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
得
意
な
種
目
に
出
場
し
、
力
い
っ
ぱ

い
競
技
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
漂

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
地
区
対
抗
種
目

と
も
な
る
と
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
応

援
席
か
ら
も
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。

　
全
員
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
ち
ょ

っ
と
と
ま
ど
い
も
し
ま
し
た
が
、
大
き

な
輪
を
作
り
、
足
ど
り
も
軽
や
か
で
し

た
。
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農業後継者の皆さん

『農業者年金』に

加入して1いますか

　
農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
本
年
度
も

「
農
業
者
年
金
」
の
加
入
促
進
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
八
月
を
加
入
促
進
強
調
月

間
に
定
め
、
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
　
「
農
業
を
営

む
者
に
も
年
金
を
」
と
の
強
い
要
望
に

よ
り
、
昭
和
四
十
六
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
他
の
公
的
年
金
制
度
よ
り
も
高
い

国
庫
助
成
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
給
付
は
五
十
一
年
か
ら
始
ま
り
、
町

で
は
現
在
百
六
十
一
人
の
方
々
が
支
給

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
年
々
若
い
後
継
者

の
加
入
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

農
業
者
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
支
給
さ
れ
る
経
営
移
譲
年
金

と
、
六
十
五
歳
か
ら
終
身
支
給
さ
れ
る

老
齢
年
金
と
が
あ
り
ま
す
。

灘
灘

撚
　
灘
欄
灘
盟
蝋

　
　
鰍
．
齢
鞭

謹難覇
・

灘
灘

◎
農
業
者
年
金
制
度
に
加
入
で
き
る

　
人
の
要
件

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

②
六
十
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
に

　
被
保
険
者
期
間
が
二
十
年
以
上
あ
る

　
こ
と
。

　
こ
の
二
つ
が
共
通
要
件
で
す
。
農
業

者
年
金
の
被
保
険
者
は
、
法
律
上
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
然
加
入

者
と
、
希
望
に
よ
っ
て
加
入
で
き
る
任

意
加
入
者
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

・
当
然
加
入
者
と
は

　
前
記
の
共
通
要
件
を
備
え
て
い
て
、

自
分
名
義
の
農
地
面
積
が
五
十
ア
ー
，
ル

以
上
あ
る
農
業
経
営
主
で
す
。
　
（
こ
こ

で
い
う
自
分
名
義
の
農
地
と
は
、
自
分

名
義
の
所
有
権
ま
た
は
使
用
収
益
権
を

有
す
る
農
地
を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
親
が
農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
と

き
、
親
か
ら
贈
与
や
使
用
貸
借
権
の
設

定
で
経
営
移
譲
を
受
け
た
人
は
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

・
任
意
加
入
者
と
は

　
前
記
の
共
通
要
件
が
必
要
で
、
次
の

場合加

入
で
き
ま
す
。

○
自
分
名
義
の
農
地
面
積
が
三
十
ア
ー

ル
以
上
五
十
ア
ー
ル
未
満
で
、
年
間
農

業
労
働
時
間
が
七
百
時
間
以
上
あ
る
農

業
経
営
主
。

○
自
分
名
義
の
農
地
面
積
が
五
十
ア
ー

ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
子
供
や
孫
、

養
子
な
ど
で
、
そ
の
経
営
主
か
ら
農
業

後
継
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
一
人
の
者

で
、
引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
人
。

※
こ
の
農
業
後
継
者
の
場
合
、
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
一
般
の
人
よ

り
三
割
ほ
ど
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

・
三
十
五
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
農
業
に

常
時
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

◎
加
入
は
制
限
つ
き

　
六
十
歳
ま
で
に
二
十
年
以
上
保
険
料

を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
四

十
歳
を
過
ぎ
る
と
い
く
ら
加
入
し
た
く

と
も
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◎
若
い
う
ち
に
加
入
す
る
ほ
ど

有
利

　
農
業
者
年
金
は
若
い
う
ち
に
加
入
す

る
ほ
ど
有
利
で
す
。
　
“
今
す
ぐ
加
入
手

続
き
を
”

※
加
入
手
続
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
農
協
窓
口
か
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i
キ
写
ノ
～

　　　　　　　　ね｛ん

　9月分から

雛嚢講の額を引き上げ

2
距
麗
く
ー
し

　
D

　児童扶養手当（父と生計を共にして

いない児童を養育する人に支給）と、

特別児童扶養手当（障害児を養育する

人に支給）の額が9月分から増額され
ます。

　児童扶養手当
〉養育児童1人の場合

　　　31，200円→・32，700円

〉養育児童2人の場合

　　　36，200円→・37，700円

特別児童扶養手当

〉1級障害児童の場合

　　　36，000円⇒37，000円

〉2級障害児童の場合

　　　24，000円・⇒25，100円

国
民
年
金
の
標
語
募
集

　
県
で
は
、
次
の
内
容
で
国
民
年
金

の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
目
的
”
国
民
年
金
は
、
国
民
の
生

　
活
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
身
近
な
制

　
度
と
な
っ
て
お
り
、
長
い
人
生
設

計
も
年
金
を
柱
と
し
て
立
て
る
時

　
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

　
て
、
高
齢
化
社
会
が
進
行
し
て
い

る
中
で
、
国
民
年
金
の
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
そ
れ
だ
け
に
県
民

全
体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
発
展

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
「
だ
れ

か
ら
も
理
解
さ
れ
」
そ
し
て
「
親

し
ま
れ
る
」
国
民
年
金
の
標
語
を

作
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
制
度
の
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

◇
応
募
方
法
”
官
製
は
が
き
を
使
用

　
一
人
五
点
ま
で
と
し
、
未
発
表
の

　
も
の
に
限
り
ま
す
。
住
所
・
氏
名

　
の
ほ
か
に
、
年
齢
・
職
業
・
電
話

　
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切
”
八
月
三
十
一
日
（
火
）

　
当
日
消
印
は
有
効
と
し
ま
す
。

◇
入
賞
”
最
優
秀
、
優
秀
の
各
一
点

　
を
知
事
賞
、
佳
作
十
点
以
内
を
国

　
民
年
金
協
会
長
賞
と
し
ま
す
。

◇
そ
の
他
”
①
県
内
居
住
者
に
限
り

　
ま
す
。
②
入
選
作
品
の
版
権
は
県

　
に
帰
属
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し

　
ま
せ
ん
。

◇
送
り
先
”
〒
鮒
　
新
潟
市
学
校
町

　
通
一
番
町
六
〇
二
番
地
　
新
潟
県

　
民
生
部
国
民
年
金
課
あ
て
。

※
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
目
ざ
す
川
西
町
に
と
っ
て
、

観
光
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
の
開
発
、
十
一
月
に
は
上
越
新
幹
線
の
開
通
な

ど
、
県
内
は
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、
観
光
開
発
も
各
地
で

急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
川
西
町
は
い
た
っ
て
観
光
資
源
に
乏

し
い
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
素
朴
な
農
山
村
で
あ
っ
て
も
、
見
逃
す
こ
と
の

で
き
な
い
観
光
資
源
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
千
手

観
音
、
節
黒
城
跡
、
二
六
公
園
、
野
口
の
み
ず
ば
し
ょ
う
、

赤
谷
の
大
け
や
き
、
渋
海
川
の
清
流
な
ど
。
ま
た
、
施
設
的

に
は
、
節
黒
城
キ
ャ
ン
プ
場
、
月
見
ヶ
原
公
園
、
庚
塚
運
動

場
、
モ
ト
ク
ロ
ス
場
、
総
合
体
育
館
…
…
…
。

　
こ
れ
ら
自
然
の
観
光
資
源
と
施
設
を
フ
ル
に
活
用
し
、
さ

ら
に
は
、
伝
統
の
お
祭
り
行
事
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
に
よ

っ
て
、
町
内
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
町
外
の
人
た
ち
か
ら

も
「
川
西
の
自
然
と
人
情
」
を
昧
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
町
の
活
力
も
増
し
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
〃
ふ
る
さ
と
川
西
”
を
宣
伝
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

力

千
　
手
　
観
音

　
坂
上
田
村
麿
が
北
国
遠
征
の
帰
途
、

一
堂
を
建
立
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
仁
王
門
（
写
真
）
の
仁
王
像
は
、

町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　ダ鷲灘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
睡
騒
陛

野
ロ
の
み
ず
ば
し
ょ
う

　
野
口
の
大
林
地
内
の
湿
地
に
群
生
し

て
い
る
。
残
雪
ま
ば
ら
な
四
月
下
旬
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

流
れ
出
る
水
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
清
楚

な
花
を
咲
か
せ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
を

利
用
し
て
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

“
町
内
め
ぐ
り
”
は
い
か
が
で
す
か
。

歌で活

　　節
　　黒

城

跡

　
新
田
義
貞
の
子
義
宗
が
築
城
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
、
以
後
上
野
氏
の
居
城

と
な
っ
た
。
展
望
台
や
キ
ャ
ン
プ
場
が

あ
る
。

渋
海
川
の
清
流

　
信
濃
川
水
系
中
最
大
の
支
流
で
、
変

化
に
富
み
、
四
季
の
彩
り
が
美
し
い
。

魚
種
が
多
く
、
太
公
望
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

観
光
協
会
で
は

　
　
　
　
　
　
　
会
員

　
町
の
観
光
発
展
を
願
い
、
観
光
施
設

の
保
存
や
お
祭
り
行
事
を
育
成
、
推
進

す
る
た
め
、
川
西
町
観
光
協
会
が
設
立

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
協
会
で
は
、
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

の
町
づ
く
り
の
一
翼
を
担
お
う
と
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
今
、
会
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
ご
入
会
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
に
は
、
個
人
会
員
と
事
業
所
会

を
募
集
中

　
員
（
従
業
員
を
三
、
四
名
以
上
雇
用
し

　
て
い
る
事
業
所
）
と
が
あ
り
、
個
人
会

　
員
か
ら
は
年
二
千
円
以
上
、
事
業
所
会

　
員
か
ら
は
年
五
千
円
以
上
の
会
費
を
納

　
入
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
会
費
は
、
観
光
施
設
の
整
備
費
や
お

　
祭
り
、
ま
た
は
観
光
行
事
の
助
成
費
と

　
し
て
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
加
入
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

　
各
地
区
の
商
工
会
支
部
か
、
役
場
の
商

　
工
観
光
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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暮らしの中で

水をたいせつに

使うくふう

　
無
尽
蔵
と
思
わ
れ
て
い
る
水
も
石
油

資
源
と
同
じ
よ
う
に
限
り
あ
る
貴
重
な

み
ん
な
の
資
源
で
す
。

　
生
活
水
準
は
年
々
向
上
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
伴
い
水
の
使
用
量
も
増
加

す
る
一
方
で
す
。

　
水
を
た
い
せ
つ
に
使
う
く
ふ
う
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

八
月
十
五
日
は

「
戦
没
者
を
追
悼
し

　
　
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

　
八
月
十
五
日
は
、
　
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と
し
、
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
正
午
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
合
図
に
、
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
で
も
、
一
分
間
の
黙
と
う

を
お
願
い
し
ま
す
。

］

掃除、

散水など

水洗トイレ

手洗、洗面

飲食

風呂

洗濯
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家庭用水用途別内訳暮らしの中での節水

2602／日／人

昭和40年　　50年　　60年　　65年

　　　　　　　　　　　　予　想

　浴槽は小さなものでも200

2、せめて残り湯の半分く

らいは、洗濯・掃除・まき

水に使いたいものです。

　コップ3杯程度ですむ歯

みがきも、流しっ放しでは、

1分間約62の水のムダに
なります。

　バケツ洗いなら5杯です

む洗車も、流しっ放しのホ

ース洗いでは、30杯以上の

水が必要です。

　水洗トイレなど、節水型

機器も開発されています。

洗面、炊事には、水の出

を調節して……。節水コマ

もあります。

　洗濯でも、くふうをすれ

ば1回1002の水ですみま
す。流しっ放しスタイルだ

と2402になります。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

南
雲
乙
蔵
（
中
仙
田
）
、
清
水
儀
七

（
下
平
新
田
）
、
山
賀
春
枝
（
木
島

町
）囹

主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
威
鉄
砲
拝
借
証
文
（
一
八
四
二
）

・
長
寿
之
者
名
前
書
上
帳
（
一
八
六

八
）
・
村
中
取
極
之
事
－
質
素
・
倹

約
励
行
の
き
め
ー
（
一
八
六
八
）
・

魚
沼
郡
山
谷
組
下
平
新
田
悪
作
書
上

帳
（
一
七
四
五
）
・
指
上
申
一
札
之

事
－
往
来
手
形
1
（
一
八
三
二
）
・

魚
沼
郡
妻
有
組
十
日
町
附
下
平
新
田

手
鑑
帳
（
一
七
二
一
）
・
川
西
町
の

植
物
（
随
想
）

　
　
以
上
総
数
七
〇
件

　
　
　
　
　
　
（
七
月
末
日
）

鄭
承
徳
さ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
訴
え

　
隣
国
の
人
、
鄭
承
徳
さ
ん
の
悲
惨

な
体
験
を
ま
と
め
た
『
裸
の
捕
虜
』

を
読
ん
で
、
終
戦
記
念
日
を
前
に
胸

の
ふ
さ
が
れ
る
思
い
が
し
た
。
罪
も

な
い
の
に
大
阪
で
憲
兵
に
捕
ま
り
、

川
西
へ
連
行
さ
れ
、
中
国
八
路
軍
の

兵
士
と
一
緒
に
発
電
工
事
現
場
で
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て

か
さ
れ
た
鄭
さ
ん
は
、
凍
つ
く
深
夜
、

監
視
兵
の
目
を
く
ぐ
っ
て
必
死
の
脱

走
に
成
功
し
た
人
で
あ
っ
た
。

　
鄭
承
徳
著
『
裸
の
捕
虜
』
（
抜
）

　
…
…
い
ま
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

ダ
ム
の
真
下
に
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
、

小
屋
と
も
バ
ラ
ッ
ク
と
も
つ
か
な
い

建
物
が
、
ご
た
ご
た
と
建
ち
並
ん
で
、

し
か
も
そ
の
周
囲
は
、
頑
丈
な
鉄
条

網
に
取
り
巻
か
れ
て
い
た
。

　
そ
の
入
口
の
す
こ
し
手
前
に
、
細

高
い
建
物
が
立
っ
て
い
て
、
ど
う
や

ら
そ
れ
が
見
張
所
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

き
れ
い
に
行
き
届
い
た
部
屋
に
、
兵

　
　
　
　
す
わ

隊
が
三
人
坐
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ

の
前
に
は
、
ぴ
か
ぴ
か
と
磨
き
の
か

か
っ
た
重
機
関
銃
が
、
ど
っ
か
り
据

え
ら
れ
て
、
は
っ
と
息
が
止
ま
る
ほ

ど
厳
し
い
部
屋
で
あ
っ
た
。

　
開
け
放
さ
れ
た
三
方
の
ガ
ラ
ス
窓

か
ら
方
々
が
よ
く
見
え
て
い
た
。
真

下
の
バ
ラ
ッ
ク
群
は
無
論
の
こ
と
、

夕
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
仕
事
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
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広
く
、
美
し
く
、
そ
し
て
安
全
に

　
ふ
だ
ん
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
道

路
で
す
が
、
交
通
渋
滞
を
し
た
と
き
や
、

が
け
崩
れ
、
あ
る
い
は
雪
で
閉
ざ
さ
れ

た
と
き
な
ど
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
使
え
る

こ
と
の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
染
み
て
き

ま
す
。

　
八
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」
で
す
。

道
路
が
う
ま
く
使
え
な
く
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
て
み
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
生
鮮
食
料
品
が
入
ら
な
く
な

る
な
ど
、
食
生
活
に
影
響
が
現
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
急
病
人
や
火
事
や
地
震
な

ど
の
災
害
時
の
避
難
や
救
急
活
動
も
遅

れ
、
人
命
に
も
か
か
わ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
支
障
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
ま
た
、
道
路
は
、
水
道
管
や
電
話
ケ

ー
ブ
ル
な
ど
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
重
要

な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
道
路
で

す
か
ら
、
　
「
広
く
、
美
し
く
、
安
全
」

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
道
路
は
、
み
ん
な
の
貴
重
な
財
産
で

す
か
ら
ー
。

作
業
で
す
が
、
見
る
見
る
う
ち
に
、
ゴ

、
、
・
袋
は
空
き
缶
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。
　
“
不
道
徳
者
は
だ
れ
だ
〃
”

　
九
月
に
も
清
掃
奉
仕
を
行
う
と
の
こ

と
で
す
。

早
朝
の
国
道
二
五
二
に
て
（
7
／
5
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

毎
月
五
日
に

　
　
　
　
奉
仕
活
動

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
五
月
か

ら
八
月
ま
で
、
毎
月
五
日
に
国
道
二
五

二
号
線
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

早
朝
五
時
半
か
ら
一
時
間
く
ら
い
の

　
　彗

騨騨毒…

翻

轟
縄
騨

鍵
破劒〔⑳庚塚運動場㎝珈⊃

　9月からナイター、
　　　　　　　　　　　　が

　　　　　　できます

　現在、庚塚運動場では、9月の
ナイター照明点灯を目ざし工事が

進められています。

　照明塔は、野球場に4基、テニ
スコートに2基建ちます。大いに
利用してください。
1》利用方法

　教育委員会に使用許可申請をし

　て、許可証の交付を受けてくだ

　さい。
》照明施設使用料

　野球場　1時間3，000円

　庭球場コート1面1時間500円
※このほかに、体育施設使用料が
必要です。野球場1，500円．庭球場

800円．

尽
て
い
る
現
場
ま
で
が
、
ま
る
で
手
に

取
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
谷
問
全
体
が

ど
こ
に
も
死
角
は
な
く
、
機
関
銃
の

砲
身
は
、
い
ま
み
な
が
働
い
て
い
る

現
場
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て

そ
の
一
直
線
上
に
あ
る
、
真
下
の
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ら

ラ
ッ
ク
群
も
同
時
に
狙
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

　
一
輪
の
手
押
し
車
で
土
を
運
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
夫
は
、
麦
藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

帽
子
に
パ
ン
ツ
を
ひ
と
つ
穿
い
て
い

る
だ
け
で
あ
っ
た
。
あ
と
は
全
く
の

裸
で
、
ダ
ム
の
底
か
ら
土
を
積
ん
で

力
い
っ
ぱ
い
踏
ん
ば
り
な
が
ら
、
突

き
上
げ
て
来
る
そ
の
足
元
も
、
ど
ろ

ど
ろ
の
土
が
つ
い
た
素
足
で
あ
っ
た
。

　
い
か

　
厳
め
し
い
鉄
条
網
の
中
に
、
百
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

名
の
捕
虜
を
寝
さ
せ
る
と
云
う
た
く

さ
ん
の
小
屋
も
す
ぐ
そ
こ
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
見
る
に
堪
え
な
い
、
と
て
も

み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
低

い
ト
タ
ン
屋
根
に
、
壁
は
ほ
と
ん
ど

わ
ら
　
か
や

藁
と
茅
で
取
り
巻
い
て
い
た
。
部
屋

の
中
に
は
一
枚
の
毛
布
も
見
当
ら
ず

　
　
　
じ
か

地
面
へ
直
に
、
む
し
ろ
を
広
々
と
敷

　
　
　
　
　
　
　
あ
か

き
詰
め
て
い
た
。
垢
で
黒
光
り
の
す

　
　
　
　
　
ま
く
ら

る
四
角
い
木
の
枕
が
、
そ
こ
ら
に
散

　
　
　
　
　
　
つ
ま

乱
し
て
、
鼻
を
摘
み
た
く
な
る
よ
う

な
臭
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

　
六
時
ち
ょ
う
ど
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

っ
た
。
現
場
か
ら
小
屋
へ
な
だ
れ
込

ん
で
来
る
捕
虜
の
群
は
、
み
ん
な
仕

　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ
　
　
　
わ

事
か
ら
解
放
さ
れ
た
悦
び
に
湧
い
て

　
　
　
あ

い
た
。
或
る
者
は
鼻
歌
を
歌
い
、
ま

　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
ず
ら

た
或
る
者
は
自
分
ら
同
志
で
悪
戯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く

し
合
い
な
が
ら
帰
っ
て
来
た
。
柵
の

中
へ
戻
っ
て
来
る
彼
ら
の
態
度
は
、

ど
こ
に
も
迫
害
を
堪
え
忍
ぶ
捕
虜
の

群
と
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
私
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
四

　
　
　
　
　
　
　
ぺ
き
ん

六
号
の
故
郷
は
、
北
京
か
ら
汽
車
で

　
　
　
　
　
　
た
い
げ
ん

六
日
も
か
か
る
太
原
の
奥
で
、
そ
こ

は
毎
年
春
に
な
る
と
ケ
シ
の
花
が
い

　
　
　
　
　
　
い

っ
ぱ
い
咲
く
と
云
う
。
日
本
軍
の
砲

撃
を
受
け
て
家
族
の
ほ
と
ん
ど
が
死

ん
で
し
ま
い
、
た
だ
一
人
生
き
残
っ

た
妹
が
彼
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
か
ゆ
　
す
す

　
一
生
懸
命
粥
を
畷
り
こ
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

四
六
号
に
、
そ
れ
と
な
く
訊
い
て
み

　
　
　
　
た
ち

た
。
　
「
君
達
は
無
事
に
本
国
へ
帰
れ

る
と
思
う
か
」
、
す
る
と
彼
は
目
の

色
を
輝
か
せ
な
が
ら
「
そ
れ
は
間
違

い
が
な
い
。
我
々
は
戦
争
の
勝
負
を

問
わ
ず
、
国
際
法
に
基
づ
い
て
国
へ

帰
れ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
」
。

　
そ
れ
も
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
彼
ら

に
は
ち
ゃ
ん
と
祖
国
が
あ
っ
た
。
い

ま
は
奴
隷
の
よ
う
に
こ
き
使
わ
れ
て

い
て
も
、
い
つ
か
は
き
っ
と
祖
国
へ

送
還
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
に
は
そ

ん
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
篠
な
国

際
法
も
、
そ
し
て
自
分
を
庇
う
て
く

れ
る
祖
国
も
な
か
っ
た
。
…
…

　
　
記
載
も
れ
・
お
わ
び

　
町
史
こ
ぼ
れ
話
第
二
集
百
七
十
三

ぺ
ー
ジ
の
特
別
執
筆
者
に
南
雲
春
雄

（
満
蒙
開
拓
・
農
地
改
革
を
担
当
）

南
雲
守
（
災
害
・
復
旧
工
事
・
交

通
を
担
当
）
の
二
氏
を
追
加
し
ま
す
。
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川西中相撲チーム

校長先生をまん中に左から横山・
清水・高橋の各選手

　
新
潟
県
中
学
校
選
抜
総
合
体
育
大
会

の
相
撲
の
部
が
、
先
月
二
十
七
日
に
新

発
田
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
団
体
戦
に
出
場
し
た
川
西
中
学
校
チ

ー
ム
（
横
山
　
昇
・
清
水
俊
治
・
高
橋

正
則
選
手
、
い
ず
れ
も
三
年
生
）
は
、

過
去
十
一
回
の
大
会
で
五
回
優
勝
の
黒

崎
中
（
西
蒲
）
を
準
決
勝
で
、
ま
た
、

決
勝
で
は
、
前
年
優
勝
の
畑
野
中
（
佐

渡
）
を
破
り
、
堂
々
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
八
月
十
九
日
に
東

京
の
国
技
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学

校
相
撲
選
手
権
大
会
へ
の
、
新
潟
県
代

表
と
し
て
　
出
場
権
を
得
て
い
ま
す
。

　
三
選
手
は
、
小
学
校
六
年
生
の
と
き

か
ら
、
千
手
角
道
会
の
熱
心
な
指
導
を

受
け
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
が
、
総
合
体

育
館
に
土
俵
が
あ
り
、
い
つ
で
も
練
習

で
き
る
と
い
う
こ
と
も
強
み
で
し
た
。

　
国
技
館
で
も
、
実
力
を
十
分
発
揮
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

負全国

横
山
　
昇
選
手
（
中
央
町
鵬
㎝

　
66
㎏
）

　
最
後
ま
で
力
を
抜
か
な
い
よ
う
に
し
、

ベ
ス
ト
8
入
り
を
目
ざ
す
。
得
意
技
”

出
し
投
げ

清
水
俊
治
選
手
（
中
央
町
η
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
70
㎏
）

　
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と
と
、
自
分
の
力

を
出
す
こ
と
に
心
が
け
る
。
得
意
技
”

投
げ
わ
ざ

高
橋
正
則
選
手
（
上
町
僻
㎝

　
80
㎏
）

　
一
番
一
番
を
た
い
せ
つ
に
し
、
練
習

し
た
こ
と
を
発
揮
し
た
い
。
得
意
技
“

投
げ
わ
ざ

螺㈱騨艘臨

交
通
安
全
だ
る
ま
リ
レ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
る

　
七
月
二
十
七
日
の
午
後
、
交
通
安
全
県
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

十
日
町
市
役
所
前
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
だ
る
ま

リ
レ
ー
と
称
し
、
だ

る
ま
に
各
市
町
村
長

か
ら
署
名
し
て
い
た

だ
き
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

搬
雛
嚇

せ
つ
で
す
。
　
　
　
　
、
轟

臨

体
育
館
の
土
俵
で
激
し
い
け
い
こ

が
続
く

彗

　糊

麟翅灘醗蹴聖繍繊灘畿離襲絞潔翻鎌遡服麸鹸絵櫓繍嚇秘蔓薦銅

蒋款交通指導車を寄贈

　中仙田の高野由蔓さん・小林功七さんのお二人が、こ

のたび町へ交通指導車を贈ってくださいました。

　ただ今、夏の交通事故防止運動期間中です。さっそく

指導に巡回しております。

右から小林さん・高野さん・お礼を述べる町長
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昭和56年度決算

般
計
一
会

繰越

1，273万円

歳出

57，694万円

璽旦、　負担金　55650万円

消防・費　54，・384／・’円

（泰日町市27434万円）

繍
〃

膿　　　ハ．

　
　

”
霧
働

（川西町9115万円）

（津南町12424万円）

練里村

6677万円）

議会費51万円

総務費

　1，474万円
公債費

　1，785万円

使用料・手数料

　　　76万円
国庫支出金

　　　1，925万円

寄付金　5万円
繰越金1，075万円

諸収入　236万円

＼＿

團
（
56年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　し鍛憲鵬135裸猛
　　　　　　　域，

　　　　　蹴事
　　　　家務
　　　　　　　組
　　　　計．合

　　　　　　　の．
　　　　簿

　　　　影翼

　　　　紹

　　　　介

特別

会計

会計名 歳　入 歳　出 繰　越 川西再の負担金

総合福祉センター 2，939万円 2，730万円 209万円 111万円

と畜場事業 3，739 3，098 641 146

合　　　　計 6，678 5，828 850 257

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
十

日
町
市
．
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村

が
資
金
を
出
し
合
い
、
消
防
防
災
・
と

畜
場
．
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
御
陣
荘
）

の
各
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
決
算
と
五
十
七
年
度
予

算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

総合福祉

センター

計ム
ロ場
業

玄田

と
事

予　　算　　額

万円

1，978

　万円

3，011

　万円

4，989

川西町の負担金

万円

92

万円

129

万円

221

昭和57年度予算

使用料・手数料40万円

国庫支出金1，723万円

繰越金50万円
諸収入104万円

N

　　　（兼日町市29509万円）
1川西町

9P252万）

議会費　64万円

総務費1，634万円

公債費1，701万円

予備費100万円

（津南町

13P955万円）・

練里村

知41万、

歳出

分黙勲金…』』

　験，』857掬潔…

（匡吊備消防費／10‘950・、ダ円）　　　61，774万円

ノヒ消し、設費ノ9ζββ9¢1田）

般
計
一
会
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：3うほう

　7月31日にやっと県内の梅雨が

明けました。平年に比べて11日、

昨年より15日遅れとのことです。

　梅雨が明けてほっとしていたと

ころへ、今度は台風10号が2日未

明に中部、北陸地方を駆け抜けま

した。幸いなことに、川西町では

大した被害がなかったようです。

　台風や大雨、地震などの災害に

備え、家庭でも対策を考えておく

必要があります。

老
人
作
品
展
－
労
作
ば
か
り

　
今
年
は
月
見
荘
で
老
人
作
品
展
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
十
七
日
で
、
千
手
観
音
の
祭
礼

の
日
と
重
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
参
り

を
し
て
か
ら
訪
れ
る
人
も
多
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。

灘
蝋

千
手
小
で

自
転
車
安
全
教
室

　
千
手
小
学
校
で
は
、
七
月
十
三
日
に

グ
ラ
ン
ド
で
自
転
車
安
全
教
室
〔
写
真
〕

を
開
き
ま
し
た
。
自
転
車
の
正
し
い
乗

り
方
を
知
っ
て
も
ら
い
、
夏
休
み
を
安

全
に
過
ご
す
よ
う
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
川
西
中
学
校
で
も
、
十
五
日
に
交
通

安
全
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

フレッシュバレー

優勝は上野Cチーム
　
七
月
十
八
日
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
婦
人
大
会

が
、
総
合
体
育
館
と
川
西
中
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
既
婚
婦
人
に
限
ら
れ
た
大
会
で
し
た
が
、
町
内
の
各
地

区
か
ら
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
決
勝
で
は
上
野
C
チ
ー
ム
と
二
分
団
A
チ
ー
ム
が
対
戦

し
、
上
野
C
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
　
〔
写
真
は
準
決

勝
第
一
試
合
二
分
伺
A
対
赤
谷
〕

臨

杢
轟

少年野球は

千手Aチームに栄光

欝
翌

灘蔚

　
少
年
野
球
大
会
は
、
町
内
の
小
学
校
の
十
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
先
月
二
十
四
、
二
十
五
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、

千
手
小
と
上
野
小
の
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
回
戦
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
A
チ
ー
ム
が
順
当

勝
ち
し
ま
し
た
。

　
優
勝
は
千
手
A
、
二
位
に
上
野
A
、
三
位
は
橘
A
と
仙

田
A
チ
ー
ム
で
し
た
。
　
〔
写
真
は
千
手
C
対
橘
A
〕

皇
居
勤
労
奉
仕
団

“
お
手
植
え
の
田
”

　
　
　
草
取
り
も
の

世
話
人
田
村
才
一
郎

　
十
日
町
地
区
皇
居
勤
労
奉
仕
団
一
行
六
十
人

（
川
西
町
か
ら
は
二
十
八
人
）
が
六
月
二
十
八
日

か
ら
四
日
間
、
皇
居
構
内
の
清
掃
奉
仕
に
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
天
皇
陛
下
の
お
手
植
え
の
田
の
草
取

り
も
宮
内
庁
の
係
官
か
ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
陛
下
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
田
の
面
を
ご
覧
に

な
り
、
お
喜
び
に
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
来
年
も
宮
内
庁
に
申
請
し
て
、
実
施
す
る
予
定

で
す
。
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
お
早
め
に
私
の
と
こ
ろ
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
　
（
魯
八
－
二
三
九
五
　
有
線
二
三
一
八
）

二重橋奥の鉄橋を背景に川西町の人たち
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品
物
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
税
金

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
相
続
税
な
ど

の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
身
近
な

税
金
と
し
て
、
お
酒
に
か
か
る
酒
税
や

そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る
物
品
税
な
ど

懸
藤惣

中忙物品膜が含ま歌マい渉凱

簡
の
関
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
ゴ
ル

フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、
ル
ー
ム

ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
比
較
的
ぜ
い
た
く
な

装
飾
品
や
し
好
品
、
娯
楽
用
品
、
便
益

性
の
高
い
品
物
な
ど
に
か
か
り
ま
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
品
物
の
価
格
の
中
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は

品
物
を
買
っ
た
消
費
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
建
設
資
金
を

　
貸
し
出
し
ま
す

◎
受
付
期
間

◎
選
定
方
法

◎
融
資
額

八
月
三
十
一
日
ま
で

選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

る木
造
住
宅
（
八
十
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
場

合
四
百
八
十
万
円
か
ら

“
タ
Σ
多
≧
・
≧
多
）
了
・
き
き
そ
、
ク
～
き
5
≧
・
多
多
、
蓼

警察官の募集
　来春4月採用の新潟県男子警察
官B　（高卒）の採用試験が次によ

り行われます。

月
卒
ま
格
年
日
度
限
定
試

　
　
　
　
資

　
　
　
わ
験
和
月
卒
付
用
共

　
　
　
　
受

　
　
　
り
◎

　昭和30年4月2日から昭和40年
　4月1日までに生まれた男子で、
　高卒程度の学力を有する人

◎受付期限　9月11日まで

◎採用予定人員

　B共同試験　県内警察官70人

　　　　　　県外警察官16人
◎第1次試験

　9月26日・新潟市、長岡市、上
　越市、新発田市

◎第2次試験

　11月10日、15日　新潟市

　11月17日　上越市

　11月18日、19日　長岡市

※詳細は、最寄りの駐在所へ。

　
　
　
　
　
　
五
百
万
円
ま
で

◎
利
　
　
率
　
年
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

◎
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
　
　
　
　
　
関

※
十
月
一
日
以
降
の
申
し
込
み
か
ら
段

階
金
利
制
度
、
規
模
別
貸
付
制
度
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
す
の
で
、
低
利
の
公
庫

融
資
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北

関
東
支
所
（
a
O
二
七
二
－
三
二
ー
六

六
五
五
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
庫
業

務
取
扱
金
融
機
関
で
相
談
く
だ
さ
い
。

かけ場材を

　求めています！
　　一なかまの家一

　なかまの家では、冬期作業の縄ない

のワラを確保しようと、自分たちで7
aの水田を耕作しています。
　稲は、かけ場に掛けますが、肝心の
かけ場材が足りません。

　どんな材料でも結構です。なかまの
家へご一報くだされば、いただきにお
伺いします。　（智8－4013）

ぜひ鑑賞を！！

映画
巣立ちのとき

』款禽勲ず

　
映
画
「
教
育
は
死
な
ず
ー
巣
立
ち
の

と
き
」
が
、
川
西
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
主
催
で
、
次
に
よ
り
上
映
さ
れ

ま
す
。

　
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
の
特
選
に

も
な
っ
た
映
画
で
す
。
最
寄
り
の
会
場

で
、
ぜ
ひ
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◇
上
映
日
時
・
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
8
月
1
8
日
㊧

・
8
月
19
日
㊧

．
8
月
20
日
◎

．
8
月
21
日
㊤

・
上
映
時
間
は
、

千
手
イ
体
育
館

上
野
小
体
育
館

橘
　
小
体
育
館

仙
田
小
体
育
館

い
ず
れ
も
午
後
7
時

　
か
ら
9
時
30
分
ま
で

◇
入
場
対
象
者

　
小
学
五
年
生
以
上

◇
入
場
料

・
前
売
券
　
大
人
　
　
　
　
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
小
中
古
同
校
生
　
三
〇
〇
円

．
当
日
券
　
大
人
　
　
　
一
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
小
中
古
同
校
生
　
五
〇
〇
円

※
前
売
券
は
、
主
催
（
町
民
会
議
）
、

後
援
団
体
（
教
育
委
員
会
・
P
T
A
連

絡
協
議
会
・
高
校
P
T
A
・
商
工
会
・

体
育
協
会
）
の
役
員
な
ど
を
通
し
て
販

売
し
ま
す
。

【
解
説
】

　
た
と
え
、
非
行
の
生
徒
で
あ
っ
て
も
、

あ
く
ま
で
も
生
徒
を
信
じ
、
な
ん
度
裏

　
　
　
　
　
　
　
し
っ
た

切
ら
れ
て
も
な
お
叱
陀
激
励
し
つ
つ
、

閉
ざ
さ
れ
た
生
徒
の
心
を
開
い
て
ゆ
く

教
師
た
ち
が
い
ま
す
。
　
“
落
ち
こ
ぼ
し

を
つ
く
ら
ず
一
人
も
退
以
暑
を
だ
さ
な

い
”
を
教
育
方
針
と
し
た
、
長
野
県
私

立
篠
ノ
井
旭
高
校
を
モ
デ
ル
に
し
た
映

画
で
す
。

　
“
生
き
た
人
間
教
育
の
神
髄
”
を
提

起
し
、
描
き
だ
し
た
も
の
で
、
こ
の
映

画
を
通
じ
て
“
親
た
ち
に
子
供
を
見
る

目
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
”
と
訴
え
て
い

ま
す
。
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敵流ご、ラ主意を

　
　
三
種
混
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
二
種
混
合

三
種
混
合
（
百
日
ゼ
キ
・
ジ
フ
テ
リ

ァ
・
破
傷
風
）
予
防
接
種
と
二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
予
防
接
種

三種・二種混合予防接種日程表

期　日 時　　　　　　　間 会　　　場

9月1日 午後　1時30分～2時 総合セソター

2日 〃　2時15分～2時45分 橘出張所

〃 〃　2時55分～3時10分 白倉小学校

3日 〃　1時30分～2時 母子セソター

6日 〃　　　　〃　　　～　〃 克雪セソター

　
千
手
発
電
所
と
小
千
谷
発
電
所
の
水

路
工
作
物
修
繕
の
た
め
、
宮
中
取
水
ダ

ム
、
友
重
余
水
路
か
ら
次
に
よ
り
放
流

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

宮
中
取
水
ダ
ム

・
8
月
28
日
午
後
5
時
か
ら
8
月
29
日

午
前
5
時
ま
で

・
8
月
29
日
午
後
5
時
か
ら
8
月
30
日

午
前
5
時
ま
で

友
重
余
水
路

・
8
月
29
日
午
前
6
時
か
ら
8
月
29
日

　
午
後
3
時
20
分
ま
で

下条警報局

小恨岸警報局

瓢“δ．

戯謎

予
防
接

干手発電所
TEL千手8－2059」

lll西町

畿
、
鮨駒鵜叉

ε
．
食

重禾

の
一
回
目
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
二
種
混
合
予
防
接
種
は
、
決
め
ら
れ

た
期
間
内
に
三
種
混
合
予
防
接
種
が
完

了
し
な
か
っ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
者

・
三
種
混
合

一
期
．
五
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
五
十

　
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生

　
ま
れ
た
人
・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ

　
た
四
歳
ま
で
の
人

二
期
・
五
士
二
年
九
月
一
日
か
ら
五
十

　
四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生

　
ま
れ
た
人
・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ

　
た
五
歳
六
か
月
ま
で
の
人

・
二
種
混
合

一
期
・
五
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
五

　
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

　
生
ま
れ
た
人
で
、
三
種
混
合
の
一
期

　臓覧

下
平

悔霊

．
、
篇

㌦
齢
　
　
，

■■■■■F　！

＋日町路／

　
を
完
了
し
て
い
な
い
人

二
期
・
五
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
五

　
十
二
年
五
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
三
種
混
合
の
二
期
を
完

　
了
し
て
い
な
い
人

※
一
期
の
対
象
者
は
三
回
接
種
、
二
期

は
一
回
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　鐘　　　　　　　　　　　　盤

　　　　　　　　　　蝦　　　　　　　　　き
　　　　　　　　き　　　　　　懸　　　　　き　　　ζ
　　　　

　　き

　－謡

捧オっ
　o『陵
i5●

馨し
豪自の
号ザ・’

携‘

紮慢
亀●■●り亀

壕rき．

　　’4ご‘聖●
　　　ず噺㍑31郵

「
リ
ボ
ン
の
金
魚
」

　
　
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
木
島
町
小
林
雄
三
郎
さ
ん

　
涼
し
げ
な
「
リ
ボ
ン
の
金
魚
」
を
あ
な
た

も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
小
林
さ
ん
は
、
細
か
い
仕
事
は
苦
に
し
ま

せ
ん
。
手
つ
き
も
鮮
や
か
に
、
赤
、
青
、
黄

色
の
金
魚
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
小
林
さ
ん
に
め
ん
ど
う
を
お
か

け
し
、
作
り
方
を
写
真
に
し
て
み
ま
し
た
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、
リ
ボ
ン
を
三
十
七
、
八
セ
ン
チ
に

二
本
切
り
ま
す
。
そ
れ
を
縦
に
軽
く
折
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
写
真
の
①
か
ら
順
を
追
っ
て

作
っ
て
く
だ
さ
い
。
⑦
に
目
を
つ
け
る
と
、

実
物
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。

　
　
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

①②③④⑤⑥

籔纈　．、・・『、　　響

r1匹10分くらいかな」と小林さ

　　　　　　　　　　⑦
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直思
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
小
川
不
二
夫
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一

　
万
円

・
樋
口
栄
助
さ
ん
（
里
ε
か
ら
、
支

那
嚢
炎
の
時
の
支
那
兵
の
小
銃
弾

・停電の鰍
わ艇ロうせ

●8月31日（火）／午前8

時から午後1時まで、上

下　田新町新　部　
　
　
一
田

の
新
野
平
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ち

ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
の

　
　
木
を
残
す

　
　
　
　
　
「
間
伐
・
枝
打
ち
講
習
会
」
か
ら

　
先
月
二
十
二
日
、
野
口
地
内
（
花
立
付
近
）
の
杉
林
の
中

で
、
　
「
間
伐
・
枝
打
ち
講
習
会
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
小
千
谷
林
業
事
務
所
の
高
橋
指
導
員
が
当
た
ら

れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
、
山
持
ち
の
方
々
や
町
の
造
林
作
業
班
の
方
々

が
五
十
人
ほ
ど
参
加
し
、
時
お
り
降
る
雨
の
中
で
、
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
か
く
、
山
の
値
う
ち
を
杉
の
本
数
で
考
え
る
方
が
多
い

ら
し
い
で
す
が
、
面
積
的
に
捕
ら
え
る
こ
と
が
大
事
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
枝
打
ち
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
行
い
、
切
り

過
ぎ
な
い
こ
と
が
失
敗
し
な
い
コ
ツ
で
す
。
中
層
の
枝
が
幹

の
生
長
に
対
し
、
最
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
時
期
は
、
樹
液
の
流
動
停
止
期
の
十
一
月

ご
ろ
が
よ
い
よ
う
で
す
。

一
菟
o
、
♂

糠盤　
．
蠣
藪
．
欝

i辮糠

噸

　
間
伐
の
目
的
は
、
木
の
生
長
を
促
し
、
優
良
材
を
育
て
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
間
伐
に
よ
り
、
太
陽
光
線
を
深
く
ま
で

導
け
ば
根
の
発
達
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
害
を
防
ぐ

こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。
雪
の
害
を
受
け
な
く
な
る
の
は
、

最
深
積
雪
の
二
・
五
倍
の
樹
高
と
い
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
辺

で
は
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く

り
の
枝
ぶ
り
の
よ
い
木
を
残
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
一
回
目
の
間
伐
は
、
植
え
て
か
ら
二
士
二
年
く
ら
い
た
っ

て
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
五
年
置
き
く
ら
い
に
行
い
ま
す
。

そ
の
前
に
行
う
の
は
除
伐
と
い
っ
て
い
ま
す
。
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
二
干
不
く
ら
い
植
え
た
杉
を
、
最
終
的
に
は
五
百

本
く
ら
い
ま
で
に
間
伐
し
て
い
き
ま
す
。

　
杉
は
、
八
十
年
く
ら
い
の
長
い
目
標
を
立
て
育
て
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
無
節
、
無
傷
で
光
沢
の
あ
る
杉
に
す
る
に
は
、

雪
国
で
あ
る
だ
け
に
た
い
へ
ん
な
骨
折
り
を
必
要
と
し
ま
す
。

着
々
進
む

造
林
事
業

　
川
西
町
の
総
面
積
は
七
千
四
百
十

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
山
林
面
積
は
全

体
の
約
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
四
千
六

百
八
土
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
人
工
林
面
積
は
八
百
四

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
人
工
林
率
は

一
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
ご
く
わ
ず
か
で

し
た
。
産
業
と
し
て
の
林
業
経
営
は

ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状

で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
昭

和
五
十
年
か
ら
「
活
力
あ
る
豊
か
な

森
林
の
造
成
」
を
目
ざ
し
、
町
行
造

林
施
行
条
例
を
制
定
し
て
、
杉
の
植

林
を
所
有
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。
植
林
の
た
め
伐
採

さ
れ
た
ナ
ラ
な
ど
は
、
炭
焼
き
事
業

へ
回
し
、
品
質
の
よ
い
木
炭
が
焼
き

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
六
年
度
ま
で
に
約
二
百
七
十

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
林
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
も
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

杉
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

八
十
年
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。
こ

の
間
の
手
入
れ
も
な
か
な
か
た
い
へ

ん
の
こ
と
で
す
。
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鴫、．購騰・衡霧羅茎礁藤細窓中
学
・
高
校
生
の
食
事

　
中
学
・
高
校
生
の
時
期
は
、
心
身

と
も
に
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
、
体
力
を
つ

け
て
成
人
期
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
一
生
の
う
ち
で
も
い
ち
ば
ん
た

い
せ
つ
な
年
代
で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
伸
び
盛
り
、
食
べ
盛
り
」
と
言
わ
れ
、

栄
養
の
面
で
も
最
も
注
意
が
必
要
な

と
き
で
す
。

　
中
学
・
高
校
時
代
は
勉
強
に
も
い

っ
そ
う
熱
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
勉
強
の
能
率
を
よ
く
す
る

　
　
　
　
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
健
康
状
態
を
保
つ
基
礎

づ
く
り
と
し
て
の
食
事
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
中

学
・
高
校
生
に
な
る
と
自

分
で
食
べ
物
の
選
択
権
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
で
好
き
な
物
だ
け
を

作
っ
て
食
べ
た
り
し
て
い

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
原
因
で
偏
食

に
な
り
が
ち
で
す
。
お
母

さ
ん
は
、
家
族
の
健
康
管

理
者
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
り
、
食
事
の
内

容
を
し
っ
か
り
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。

論．鈴

》

　　　σ＞・　　　　£

　　　　　　バ　　　　　　鯨㊥　、

　　礁鱒、

竜　　　　　○δ
　　　　コ　ご　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

）　　 ぺ’

麟　　　倫八

　
健
康
の
保
持
増
進
は
、
三
度
の
食

事
を
基
本
と
し
て
こ
れ
に
運
動
と

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
調
整
し
、

は
じ
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
体

調
を
整
え
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
脳
の
血
液
循
環
が
よ
く

な
り
、
食
欲
が
出
て
き
ま
す
。
最
高

の
健
康
状
態
で
受
験
期
を
迎
え
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
時
期
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
特
別
な
料
理
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
家
族
全
体

の
献
立
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
考
え
、
こ

の
ほ
か
に
手
軽
に
追
加
し
て
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
魚
、
肉
を
一
切
れ
多

く
す
る
と
か
、
切
れ
目
を
大
き
く
す

る
と
か
で
す
。
牛
乳
、
チ
ー
ズ
な
ど

を
加
え
て
や
る
な
ど
の
気
配
り
も
し

て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
な
ん
と
い

っ
て
も
偏
食
を
な
く
す
る
こ
と
が
た

い
せ
つ
で
す
。

　
最
近
、
摂
取
不
足
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
も
の
に
乳
製
品
、
海
草
類
、

野
菜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が

不
足
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
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サ

繭
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り

．
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